
野を広げていくことが重要である。 
 
(4)授業の実際 
 第 2 学年,第 3 章日本の諸地域・7 節北海道地
方・4 自然の制約や社会の変化を乗りこえる」の
授業を行った。まず,この際,北海道地方の特徴を
捉えるために教科書の地図を活用して自然環境の

確認を行い標高,山脈や平野,川の位置等を確認し
地形の特徴を想起させた。それを踏まえ地図帳で

どのような農産物が生産されているのかを確認さ

せた。この時,地域によって生産される農産物に特
徴があるという気づきに至った。 
本時のめあてである「北海道はなぜこんなに農

産物が豊富なのだろうか,その理由を考えよう」と
し,予想を立てさせた。 
生徒の予想では,風や気候,地形と関連している

のではないかという意見が多数上がった。この予

想を確かめるために,札幌・帯広・釧路の雨温図と
霧のグラフ・日照時間の表を用いて予想を検証し

ていった。この資料から札幌は秋から冬にかけて

の降水量が多く一番気温が高く,霧が少ない。帯広
は,平均気温が低い。釧路は霧が多いという意見を
導き出した。地形,気温,降水量,霧などの情報を多
面的に捉えることで北海道の持つ自然条件を明確

に捉えることができた。また,この視点を広げてい
くことで自然条件と農産物の関わりへと発展させ

ていった。 
次に根釧台地の放牧風景の写真を提示した。写

真から酪農が行われていることと根釧台地は霧が

深いことを改めて確認し,日照時間が少なく農産
物が育ちにくい環境であることに気づかせた。ま

た,根釧台地に生息する背丈の低い草を牧草とし
て利用し,酪農が盛んに行われていることを明ら
かにした。 
次に再度,北海道の地図で中央部に山地山脈が

走っていることを確認させるとともに,北海道に
も火山が多いことを伝えた。そして,火山の多い地
域の特徴を問うとロームや水はけの良い土である

という意見が出た。そこで,以前学習した鹿児島県
のシラス台地と関東地方の関東ロームで何が作ら

れていたかを振り返り本単元の学習へと繋げた。 
最後に,石狩平野の風景と地図を提示した。そこ

から,水田が広がっていることを改めて気づかせ
石狩川の水と気候が米作に適していることを認識

させた。このように様々な側面から一つの事柄を

追究して行く学びの中で北海道では適地適作が行

われている理由を探っていった。 

4 成果と課題 

生徒の資料を分析する力や理解度に応じて資料

を段階的に提示していく必要があると考える。 
今単元では,導入部分で教科書を用い地形の確

認を行い石狩平野は石狩川から豊富な水が供給で

きる稲作に適した地形であることを捉えた。 
学習プリントの「学習を振り返って」欄には,「北

海道の農業の特色を地形や気候の面から考えられ

た。」というものが多かった。このことから一つの

物事を知る時に多面的に物事を捉えられる資料を

提示していくことは考えの幅を広げると確信した。

しかし,自らその視点を持つことができない生徒
に対しては気づきのきっかけとなる発問や質問を

織り交ぜる必要がある。 
また「北海道地方ではアメリカの産業のように

適した場所で適したものを育てる適地適作をして

あった。」や「アメリカのような農業が行われてい

た。」といった以前の学習と結び付け考えることが

できていた。 
今回「社会科授業アンケート」を実施し,生徒の

意識調査を実施した。これは,生徒の社会科に対す
る意識調査を目的とするものである。 
この結果から生徒はグループで行う活動には対

応できているが個々で行う調べ学習は難しい・面

白くないと感じていることが分かった。記述欄に

は「どこに問いを持てばいいかわからない」とい

う意見あり資料を十分に活用できていないことが

伺える。生徒が面白いと感じているグループ学習

をもっと意義あるものにして多面的・多角的視野

を持たせる授業を行うためには調べ学習による幅

広い知識の基にもっとも重要な部分を抽出する力

を身に付け自ら疑問を持ち課題を解決していく力

が必要であると考える。個々の学習能力を引き上

げるためにはクラスに適した資料選択と提示方法

を研究していくことが重要である。また,本研究に
おいての課題は,地形や気候といった条件を明ら
かにする多面的な追究は出来たが生産されたもの

を消費地に送る交通手段といった視点からも意味

付けをする多角的に追究する必要がある。 

主な引用・参考文献 

文部科学省【社会編】中学校学習指導要領（平成 29
年告示）解説

坂上康俊・戸波江二・矢ケ崎典隆 2015 新編新しい
社会地理 東京書籍 252 258‐259

帝国書院編集部 2020 中学校社会科地理 132－
134
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子どもの個性を生かす生活科学習指導

―子どもの思いや願いの具現化に着目して―

野 田 晴 香

Haruka NODA

福岡教育大学大学院教育学研究科教職実践専攻教育実践力開発コース

 

1 研究の目的

「令和の日本型学校教育の構築を目指して〜

個別最適な学びと 協働的な学びの実現〜」

において，学習の個性化には子どもの興

味・関心に即した選択肢があり，それに集中で

きる学びが保証される必要があると述べられて

いる。このことを踏まえると，子どもの思いや

願いを具現化し，選択肢を与えることで 子ども

の個性を生かす生活科学習を展開することがで

きると考えた。そこで本研究では，生活科学習

の具体的な活動を通して子どもの思いや願いを

具現化する中で，自分自身の可能性を発見する

こと，行動の仕方の中にある自他のよさに気付

くこと，これからも挑戦したいという自信をも

つこと，それらを認め合うことができる力を育

成すること，つまり，子どもの個性を生かす生

活科学習指導のあり方を明らかにしていく。

研究の計画

～ 月 先行研究

～ 月 授業実践

月 授業実践，成果の分析・まとめ

研究の内容

研究の概要 
先行研究において，芋生(1993)は子どもの思い

や願いの深まり・広がりを具体的に「直感的な

願い」「創造的な願い」「価値的な願い」の３

段階で示している。 

私はこの３段階に加え，生活に生かしながら

これからの生活の在り方につなげていく「発展

的な願い」の４段階に沿って子どもの思いや願

いが深まり・広がりをもつと考えた。 
その４段階の子どもの思いや願いは，単元の

中で体験活動と表現活動を往還することで連続

・発展していくと考える。それによって，自分

自身の可能性を発見し，これからも挑戦してい

きたいという自信につながる。また，子どもが

自らのよさや可能性，成長に気付くためには，

学習のふり返りが重要となる。 
本研究では，体験活動と表現活動を往還する

中で子どもの思いや願いの深まり・広がりを促

すための手立てとして，子どもの思いや願いが

連続・発展し，個性が生かされる「場の工夫」

と自分自身の思いや願いを常に思い出すことが

できる表現物による「ふり返り」の２つを構想

した。 
(2)授業実践 

単元名 じぶんで できるよ

配当時間 時間

学習者 市 小学校第 学年

単元の目標 家庭での生活をふり返り，家庭での生活は互 

いに支え合っていることに気付き，自分の役 
割を積極的に果たすとともに，友達の役割の 

よさを見付け，自分も挑戦しようとすること 

ができるようにする。 

(3)単元構成と場の工夫及びふり返り 
 
 
 
 
 
 

生活科学習指導，個性，子どもの思いや願い，具現化，体験活動と表現活動の往還， 
場の工夫，冊子によるふり返り 
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成果と課題

子どもたちの思いや願いを４段階に分析し，

体験活動と表現活動を往還する中，以下の表の

ような子どもたちの個性が具現化された。 
【表 活動の中で具現化された個性】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（成果○課題●） 

子どもたちの思いや願いを具現化することで，

以下のような成果と課題が明らかになった。 
〇 場の工夫や学習プリントによるふり返りを行 

うことで，「掃除をしたら綺麗になって嬉し 
かった (自信)」「これから自分で出来ることを 
もっと増やしたいなあ (可能性)」とこれからの 
生活につながるような姿や記述が見られ，個 
性を生かすことができた。 

〇 体験活動と表現活動の往還として，仕事をす 
る場を２回，発表の場を２回設定することで 
「みんないいなと思った (他者のよさ)」と自身 
の頑張りを認める姿が見られた。 

● 体験活動を行う場が学校外であるため，活動 
をしている姿をみとることが出来ない。よっ 
て，活動の場が見えるように ICT や写真等を 
活用することで，発表の際に具体的なイメー 
ジを相手に伝えることができるようにする。 

主な引用・参考文献

文部科学省 小学校学習指導要領解説生活編
文部科学省 教育課程審議会答申
渋谷憲一 日本学校教育学会「個性を生かす教

育」の現状と課題
芋生修一 平成 年度福岡県長期派遣研修報告

「自己の願いが生きる生活科学習―意欲的に活動する
場の工夫―」

須本良夫 生活科で子どもは何を学ぶかーキーワ
ードはカリキュラム・マネジメントー

加藤幸次 個性を生かす先生（図書文化）
加藤幸次 「『指導の個別化』『学習の個性化』

で授業のモードを変える」新教育ライブラリ
「令和の『個別最適な学び・協働的な学び』〜

学びのパラダイムシフト〜」（ぎょうせい）

同質班と異質班で発

表する場を２回設定

することで，自他の

よさ，自信や可能性

に溢れた姿を促す。 

新しいチャレンジを

みんなの前で発表す

ることで，これから

の生活につながるや

る気や自信を促す。 

お家の人へ手紙を書

くことで，子どもの

頑張りを家庭でも認

めてもらい，自信や

可能性につなげる。 

学習プリントへのコ

メントを徹底するこ

とで，子どもたち一

人一人の思いや願い

を大切にする。 
大切にする。 

 

保護者へ協力依頼を配

付することで，子ども

たちが挑戦しやすい環

境づくりを行う。 
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